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よ
り
活
発
な
地
域
資
源
の
活
用
を
目
指
し
て

平
成
28
年
度 

商
工
連
通
常
総
会
を
開
催

祝辞を述べる広瀬県知事

　

景
気
の
不
透
明
感
が

　

強
ま
る

　

中
国
を
は
じ
め
と
す
る
新
興
国
経

済
の
不
調
や
、
円
高
に
よ
る
企
業
収

益
の
圧
迫
、
更
に
は
、
消
費
増
税
以

降
、
長
引
く
消
費
低
迷
な
ど
に
よ

り
、
景
気
に
対
す
る
警
戒
感
が
高
ま

り
、
全
般
的
に
景
気
の
不
透
明
感
が

強
ま
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
本
会
の
景
況
調
査
報
告
に

よ
り
ま
す
と
、
１
月
か
ら
３
月
の
景

気
動
向
指
数
は
、
３
期
連
続
で
悪
化

す
る
な
ど
、
商
工
会
員
の
大
部
分
を

占
め
る
中
小
・
小
規
模
事
業
者
に

と
っ
て
は
、
急
激
に
進
む
人
口
減
少

や
原
材
料
の
値
上
が
り
と
い
っ
た
厳

し
い
経
営
環
境
が
続
い
て
お
り
ま

す
。

　

伴
走
型
支
援
の
強
化

　

本
会
で
は
昨
年
度
、
会
員
企
業
の

振
興
に
向
け
、
巡
回
指
導
の
徹
底
に

よ
り
伴
走
型
支
援
の
強
化
を
目
指

し
、
各
種
事
業
に
取
り
組
み
、
経
営

革
新
や
創
業
支
援
な
ど
に
一
定
の
成

果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
引
き
続
き
、
経
営
革

新
・
創
業
・
事
業
承
継
・
事
業
再
生

の
支
援
強
化
を
は
じ
め
、
消
費
税
転

嫁
対
策
及
び
軽
減
税
率
導
入
の
円
滑

な
実
施
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
新
商
品
・
新
サ
ー
ビ
ス
の

開
発
、
ブ
ラ
ン
ド
化
等
を
展
開
し
、

地
域
資
源
の
活
用
と
販
路
開
拓
の
支

援
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

総
会
で
は
第
１
号
議
案
か
ら
第
３

号
議
案
が
審
議
さ
れ
、
平
成
27
年
度

の
事
業
報
告
、
決
算
報
告
な
ど
が
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会

の
秦
会
長
の
ご
勇
退
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　

表
彰
お
め
で
と
う

　

ご
ざ
い
ま
す

　

総
会
の
開
会
に
先
立
っ
て
、
優
良

役
員
表
彰
と
商
工
貯
蓄
共
済
事
業
表

彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

優
良
役
員
表
彰
で
は
、
次
の
18
名

の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

（
中
津
市
し
も
げ
商
工
会
２
名
）

　

中
野　

廣
、
中
畑　

孝
之

（
姫
島
村
商
工
会
１
名
）

　

木
野
村　

光
紀

（
日
出
町
商
工
会
２
名
）

　

浅
野　

健
治
、
柿
本　

光
之

（
野
津
原
町
商
工
会
２
名
）

　

工
藤　

美
里
、
小
出　

奈
津
枝

（
豊
後
大
野
市
商
工
会
１
名
）

　

下
田　

健
進

（
野
津
町
商
工
会
１
名
）

　

草
場　

憲
雄

（
佐
伯
市
あ
ま
べ
商
工
会
１
名
）

　

冨
松　

満
平

※
敬
称
略

　

商
工
貯
蓄
共
済
及
び
会
員
福
祉
共

済
事
業
表
彰
で
は
、
優
良
団
体
表
彰

に
貯
蓄
共
済
部
門
６
商
工
会
、
福
祉

共
済
部
門
は
５
商
工
会
、
優
良
加
入

者
表
彰
に
12
商
工
会
62
名
、
そ
し
て

優
良
役
職
員
表
彰
の
貯
蓄
共
済
部
門

６
商
工
会
11
名
、
福
祉
共
済
部
門
は

５
商
工
会
10
名
の
方
が
表
彰
を
受
け

ら
れ
ま
し
た
。

（
優
良
団
体
表
彰
の
部　

貯
蓄
共
済

部
門　

保
有
口
数
純
増
達
成
表
彰
）

　

宇
佐
両
院
商
工
会

　

杵
築
市
商
工
会

　

日
出
町
商
工
会

　

由
布
市
商
工
会

　

九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会

　

佐
伯
市
番
匠
商
工
会

（
優
良
団
体
表
彰
の
部　

福
祉
共
済

部
門　

目
標
口
数
２
０
０
％
達
成
表

彰
３
商
工
会
）

　

九
重
町
商
工
会

　

野
津
町
商
工
会

　

佐
伯
市
あ
ま
べ
商
工
会

（
保
有
口
数
純
増
達
成
表
彰
）

　

由
布
市
商
工
会

（
会
員
加
入
率
50
％
達
成
表
彰
）

　

九
州
ア
ル
プ
ス
商
工
会

　

５
月
23
日
、
大
分
県
中
小
企
業
会
館
で
、
平
成
28
年
度
大
分
県
商
工

会
連
合
会
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
総
会
に
は
広
瀬
勝
貞
大
分
県

知
事
、
緒
方
広
幸
日
本
政
策
金
融
公
庫
大
分
支
店
長
、
西
山
英
将
商
工

労
働
部
長
が
来
賓
と
し
て
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
森
竹
治
一
商
工
連
会
長
が
次
の
よ
う
に
挨
拶
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

森竹会長の挨拶

通常総会
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平成28年度熊本地震復旧等予備費予算
被災地域販路開拓支援事業 小規模事業者持続化補助金
　今般の平成28年熊本地震の影響で、顧客や販路の喪失という状況に直面した九州地方の小規模事業者が、商

工会の助言等を受けて経営計画を作成し、その計画に沿って販路開拓等に取り組む費用の２／３を補助しま

す。

対　　象　　者　九州経済産業局管内（福岡、佐賀、長崎、熊本、大分、宮崎、鹿児島の各県）に所在する、

熊本地震の影響を受けた小規模事業者

補　　助　　率　３分の２

補 助 上 限 額　200万円または100万円（熊本県・大分県は200万円、他の県は100万円）

第２次受付締切　平成28年７月29日（金）［締切日当日消印有効］

（申請書類一式の提出先・問い合わせ先）

大分県商工会連合会　小規模事業者持続化補助金　事務局
〒870-0026　大分市金池町３－１－64　大分県中小企業会館５階

電話番号　０９７－５３４－９５０７　
ＵＲＬ　http://www.oita-shokokai.or.jp/index.html

　

由
布
市
は
、
平
成
28
年
熊
本
・
大

分
地
震
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
。
地
震
発
生
以
降
、
国
内
外

か
ら
災
害
復
興
・
再
建
に
向
け
た
励

ま
し
や
支
援
の
お
申
し
出
が
多
数
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

被
災
か
ら
約
２
ヵ
月
経
過
し
、
被

害
を
受
け
た
会
員
事
業
所
で
は
、
こ

う
し
た
多
く
の
方
々
か
ら
の
励
ま
し

や
支
援
を
受
け
、
事
業
継
続
・
再
開

に
向
け
た
懸
命
な
努
力
が
続
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
由
布
市
商
工
会
で

は
、
こ
の
地
震
被
害
か
ら
の
教
訓
を

受
け
、
災
害
対
策
委
員
会
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、「
災
害
対
策
マ
ニ
ュ

ア
ル
」
を
作
成
し
、
災
害
・
非
常
時

の
対
応
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
震
災
関
連
の
金
融
相
談
窓

口
を
設
置
し
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

大
分
支
店
と
連
携
を
図
り
、
一
日
公

庫
（
２
回
）
を
開
催
し
て
被
害
に

あ
っ
た
会
員
事
業
所
の
資
金
相
談
に

こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。 　

　

行
政
や
商
工
会
、企
業
の
間
で
も
、

が
れ
き
の
片
付
き
は
じ
め
た
５
月
あ

た
り
か
ら
、
本
格
的
な
復
興
に
向
け

議
論
が
盛
ん
に
行
な
わ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
に
復
興
に
向
け
た
機
運

が
高
ま
っ
て
お
り
、
地
域
、
会
員
事

業
所
も
元
気
を
取
り
戻
し
て
い
ま
す
。

　

県
内
商
工
会
の
多
く
の
方
々
の
温

か
い
ご
支
援
を
受
け
、
被
災
者
は
も

と
よ
り
、
多
く
の
会
員
に
復
興
・
再

建
へ
の
希
望
と
勇
気
を
与
え
て
い
た

だ
い
た
こ
と
に
対
し
、
謹
ん
で
御
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

復
興
・
再
建
へ
の
道
の
り
は
長

く
、
険
し
い
も
の
に
な
る
と
思
い
ま

す
が
、
皆
様
方
と
手
と
手
を
携
え
て

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
の

で
、
こ
れ
か
ら
も
温
か
い
ご
支
援
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

乗
り
、
資
金
確
保
の
支
援
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
利
光
会
長
が
県
内
の
経
済

団
体
の
関
係
者
と
一
緒
に
４
月
26

日
、
都
内
の
国
土
交
通
省
や
自
民
党

な
ど
を
訪
問
し
、「
地
震
被
害
の
早

期
復
旧
復
興
、
被
害
を
受
け
た
会
員

事
業
所
に
対
す
る
資
金
支
援
」、「
観

光
業
界
で
の
風
評
被
害
対
策
の
充

実
」
な
ど
を
要
望
し
ま
し
た
。
利
光

会
長
は
「
風
評
被
害
対
策
、
助
成
制

度
の
創
設
な
ど
行
動
を
起
こ
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

　

被
災
直
後
の
由
布
市
内
の
住
宅
及

び
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
（
水
道
、
交
通
網

等
）
の
被
害
は
甚
大
で
、
特
に
観
光

地
で
あ
る
湯
布
院
地
域
で
は
、
市
民

生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
行
政
と
自
衛
隊
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
等
の
懸
命
な
努
力
に
よ

り
、
驚
く
ほ
ど
の
ス
ピ
ー
ド
で
が
れ

き
等
が
片
付
け
ら
れ
、
被
災
地
域
で

は
災
害
前
に
近
い
生
活
を
取
り
戻
す

平
成
28
年
熊
本
・
大
分
地
震
か
ら
の
復
興
に
向
け
て地域を活気づけるイベント

ゆふいん“元気”の様子

地震直後の湯の坪街道

地震前の湯の坪街道

商工連だより
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商
工
会
青
年
部
長
等

研　

修　

会

ご利用ください！！
制度融資

http://www.oita-cgc.or.jp/

当協会では「地公体制度融資」
の他、各種保証制度をご用意
いたしております。
お気軽にご相談ください。

　

県
青
連
総
会
の
開
催
同
日
、
同

会
場
に
て
商
工
会
青
年
部
長
等
研

修
会
が
開
催
さ
れ
、
青
年
部
員
ら

30
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

講
師
に
は
㈱
都
築
経
営
研
究
所 

都
築
冨
士
男
氏
を
迎
え
、
『
農
商

工
連
携
・
６
次
産
業
化
の
成
功
事

例
に
学
ぶ
地
域
活
性
化
～
成
功
の

ポ
イ
ン
ト
は
３
つ
の
機
能
を
強
化

す
る
こ
と
～
』
と
題
し
て
講
演
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

都
築
講
師
か
ら
は
農
商
工
連
携

に
も
企
業
経
営
の
考
え
方
を
用
い

る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
自
社
の

経
営
課
題
を
把
握
し
、
持
っ
て
い

る
経
営
資
源
の
す
べ
て
を
使
っ
て

解
決
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
お
話

し
い
た
だ
き
、
大
変
意
義
深
い
研

修
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

５
月
11
日
、
大
分
県
中
小
企
業

会
館
で
、
平
成
28
年
度
大
分
県
商

工
会
青
年
部
連
合
会
（
首
藤
優
作

会
長
）
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

総
会
で
は
西
国
東
商
工
会
青
年

部
の
黒
田
部
長
が
議
長
と
な
り

「
平
成
27
年
度
事
業
報
告
な
ら
び

に
収
支
決
算
書
の
承
認
に
つ
い

て
」
「
平
成
28
年
度
会
費
の
賦
課

な
ら
び
に
納
入
方
法
の
決
定
に
つ

い
て
」
「
平
成
28
年
度
事
業
計
画

な
ら
び
に
収
支
予
算
書
の
決
定
に

つ
い
て
」
の
各
議
案
が
審
議
さ

れ
、
す
べ
て
原
案
通
り
承
認
・
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
28
年
度
は

次
の
４
つ
を
重
点
に
掲
げ
、
各
種

事
業
に
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。

１
．
経
営
者
・
後
継
者
と
し

て
の
資
質
向
上

２
．
組
織
強
化
対
策
事
業
の

推
進

３
．
部
員
増
強
運
動
の
推
進

４
．
地
域
活
性
化
の
推
進

　

ま
た
、
今
年
度
は
新
規
事
業
と

し
て
、
県
下
17
商
工
会
青
年
部
す

べ
て
が
、
各
地
域
の
特
徴
を
活
か

し
た
「
地
方
創
生
プ
ラ
ン
」
を
策

定
・
実
践
す
る
、
次
世
代
地
域
活

性
化
事
業
に
取
り
組
み
ま
す
。

平
成
28
年
度

県
青
連
通
常
総
会

青年部長等研修会

挨拶を述べる首藤会長
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４
月
26
日
、
大
分
市
の
大
分
県
中

小
企
業
会
館
で
、
平
成
28
年
度
大
分

県
商
工
会
女
性
部
連
合
会
（
後
藤
政

子
会
長
）
通
常
総
会
を
開
催
し
ま
し

た
。
豊
後
大
野
市
商
工
会
女
性
部
の

衛
藤
部
長
が
議
長
と
な
り
議
事
を
進

行
し
、
平
成
27
年
度
の
事
業
、
収
支

決
算
、
平
成
28
年
度
の
事
業
計
画
、

収
支
予
算
な
ど
議
案
が
審
議
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
度
は
、
県
外
研
修
と
し

て
「
青
年
部
・
女
性
部
組
織
化
50
周

年
記
念
式
典
、
全
国
大
会
」
参
加
や

次
世
代
地
域
活
性
化
事
業
の
実
施
等

の
事
業
計
画
等
が
審
議
さ
れ
、
す
べ

て
原
案
通
り
承
認
・
決
定
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
同
日
、
「
部
長
等
研
修

会
」
を
開
催
し
、
女
性
部
長
及
び
女

性
部
担
当
者
の
出
席
の
も
と
、
平
成

28
年
度
県
女
性
連
事
業
内
容
や
、
次

世
代
活
性
化
地
方
創
生
プ
ラ
ン
事
業

に
つ
い
て
事
業
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
各
女
性
部
の
取
り
組
み

状
況
の
発
表
、
事
業
に
対
す
る
意
見

交
換
な
ど
も
行
い
ま
し
た
。

団 体 賞 個　　人　　賞

優　　　　勝 県 央 地 区 森本　恵子（玖珠町）

準　 優 　勝 県 南 地 区 後藤由紀子（玖珠町）

３　　　　位 県北Ａ地区 守口　美香（中津市しもげ）

当日賞（５位） 山内　京子（佐伯市番匠）

Ｂ　 Ｂ 　賞 近藤マサコ（豊後大野市）

　

６
月
５
日
（
日
）
別
府
市
の
ス
ギ

ノ
イ
ボ
ウ
ル
で
商
工
会
女
性
部
親
善

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

県
下
よ
り
女
性
部
員
・
関
係
者
３

５
０
名
を
超
え
る
参
加
の
下
、
元
気

い
っ
ぱ
い
の
女
性
部
員
が
日
頃
の
ス

ト
レ
ス
発
散
も
兼
ね
て
、
力
い
っ
ぱ

い
プ
レ
イ
し
ま
し
た
。
ス
ト
ラ
イ

ク
・
ス
ペ
ア
ー
が
出
る
た
び
に
歓
喜

に
沸
き
、
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
今
年
度
の
団
体
の
部
、
優
勝
は

県
央
地
区
で
し
た
。

　

ま
た
、
個
人
賞
は
、
ス
コ
ア
１
７

７
の
好
成
績
で
見
事
、
森
本
恵
子
さ

ん
（
玖
珠
町
）
が
優
勝
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
県
女
性
連
通
常
総
会

並
び
に
部
長
等
研
修
会

商
工
会
女
性
部

親
善
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

選手宣誓：元永琴美さん（国東市商工会）

表彰式：団体の部優勝の県央地区

衛藤加代子議長

部長等研修会の様子

➎
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「小規模事業者持続化補助金」活用事例紹介
『衣類プリントの内製化による

受注拡大と利益率向上の実現』

『東九州道自動車道開通により
増加した他県ナンバー車の誘引』

●補助事業に取り組むきっかけ、背景
当社の事業は大きく２つの分野からなり、一つは看板・のぼり等の広告物の

製造・販売、もう一つは工事現場の保安用品（規制等に用いる看板等含む）の
製造・販売及びレンタルです。公共工事の減少等、保安用品の将来的な需要が
不透明な状況で、目下好調である広告物に関する事業をさらに強化していきた
いと考えていました。

●補助事業の取り組み内容
・衣類プリントに必要な機器を導入し、自社で一貫製造できる環境を整備。
・販促ツールとしてサンプルを製造。
・ＰＲチラシを作成し、新聞折込等で配布。

●事業実施の効果について
これまで外注していた作業を内製化することで、納期が短縮され、利益率も

向上しました。またＰＲの効果によって地域における認知度も高まり、新規客
獲得の良い機会となりました。

●補助事業に取り組むきっかけ、背景
当社は国道10号線沿いに位置し、鍾乳洞観光を行っている会社です。当鍾乳

洞は大正15年に発見され、昭和２年に国の天然記念物として指定されており、
以前より県内外から多くの観光客が来られていました。しかし、昔は観光バス
などによる団体客がメインであったのに対して個人客へ変わってきたことや、
国道10号線にバイパスが開通したことなど様々な環境変化に取り囲まれていま
した。しかし、平成27年３月に東九州自動車道が開通したことをきっかけに、
何かお客様を呼び込める取り組みはないかと考えていました。また、以前より
10号線沿いに看板は設置していたものの、カーナビなどを使わない特にご高齢

のお客様から「場所が分かりづらい」という旨のク
レームが多く生じていたため対応策を考えていまし
た。
●補助事業の取り組み内容
上記のチャンスを活かしつつ弱みを解消するために、古くなった看板の更新を行いま

した。具体的には佐伯方面から来る方と三重町方面から来る方向け看板の２つの更新を
行い、視認性の高い配色を意識した看板の設置をしました。
●事業実施の効果について
看板の設置後の効果としては、南九州方面からのお客様、特に宮崎県からのお客様が

増加し、平成27年度にいらしたお客様の数は平成26年と比べて２割ほど増加したのに対
して、場所が分からないとい
う旨のクレーム数は減少した
ため、想定以上の効果があっ
たように感じています。

会 社 名：株式会社 K’s design
代表者名：久保田 哲久
所 在 地：豊後大野市三重町赤嶺2571-6
電　　話：0974-22-8760
Ｆ Ａ Ｘ：0974-22-8761

会 社 名：有限会社風連鍾乳洞観光協会
代表者名：小川　正清
所 在 地：臼杵市野津町大字泊1632
電　　話：0974-32-2547

小川正清さん

久保田哲久さん

視認性の高い看板

衣類プリント作業

お知らせ
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もし病気やケガで働けなくなったら…あなたのピンチを力強くサポートします!!
商工会を通じて加入すると一般の加入より、最大約52％割安に加入できます。

POINT
　１　病気やケガで働けない間、月々の所得を補償します 

　２　入院はもちろん、自宅療養もカバーします（医師の治療を受けていることにより全く働けない場合） 

　３　家事従事者の方も加入いただけます（入院時のみ補償） 

　４　天災が原因のケガも補償します

　５　ご加入の際、医師の審査は不要です（告知書をご記入いただきます）

※引受保険会社：東京海上日動火災保険㈱・損害保険ジャパン日本興亜㈱・あいおいニッセイ同和損害保険㈱

■ご相談・お問い合わせは最寄りの商工会まで■

経営者と従業員のための全国商工会休業補償制度

　大分県商工会連合会では、真の「県内企業の国際人材育成」のため、「ＡＰＵ企業向けグローバル人材の育成コー

ス（１ヶ月間コース）」を活用し、海外ビジネスを担う国際人材の育成を支援します。

研 修 期 間：１ヶ月コース：平成28年10月４日～10月28日

研 修 場 所：立命館アジア太平洋大学

　　　　　　ＡＰハウス（学生寮）に宿泊していただき、留学生と生活を共にし、国際感覚を養います。

カリキュラム等：マーケティングや経済学など、日本語開講と英語開講を選択して受講します。多国籍の学生ＴＡ

（Teaching Assistant）が言語学習をマンツーマンでサポートするアクティブ・ランゲージ・ラー

ニングも実施します。

研 修 費 用：企業の負担は、275,300円です

　　　　　　（全体費用663,500円　商工会連合会補助194,100円　大分県補助194,100円）

対　象　者：大分県商工会連合会会員の中小企業者、社員の方等。

定　　　員：１名

申 込 締 切：平成28年８月19日

申 込 方 法：下記、問い合わせ先にご連絡ください。

大分県商工会連合会 経営指導員等採用候補者選定試験のお知らせ
　大分県商工会連合会では、大分県内の商工会において、経営指導員として中小企業者の経営改善普及事業（中

小企業者の支援・育成）に従事したい人を募集します。

◆受験資格

平成28年４月１日現在で満34歳未満（昭和57年

４月２日以降に生まれた人）で、大学卒業程度

の学力を有する人。

採用後、商工会地域に転居可能な人

◆試験内容、日程

　【第１次試験】専門・能力・適性試験

　　平成28年７月30日（土）午前10時から

　　大分県中小企業会館（大分市金池町３-１-64）

　【第２次試験】面接試験

　　平成28年８月 中下旬予定

◆採用者数　　３人程度

◆採用時期　　原則、平成29年４月１日

◆お問合せ先

　大分県商工会連合会 総務課　TEL 097-534-9507

　詳しくは、大分県商工会連合会ホームページ

　（http://www.oita-shokokai.or.jp/）をご覧く

ださい。

貴社の国際人材育成を支援します！
「国際人材育成事業」参加者募集

　　　　　　　　　大分県商工会連合会　経営支援課　角谷
　　　　　　　　　ＴＥＬ　０９７－５３４－９５０７　ＦＡＸ　０９７－５３７－０６１３
　　　　　　　　　E-mail  kakutani-koichi@oita-shokokai.or.jp
お問合せ

お知らせ

➐



７
月
号
V
o
l.2
8
5

㈱草庵秋桜　四季工房
所在地：大分県由布市湯布院町川上1482番地1
電　話：0977-85-4311
ＦＡＸ：0977-85-4333
Ｈ　Ｐ：http://shikikoubo.shop-pro.jp/
Ｍａｉｌ：info@shikikoubo.com
店舗番号：080-6458-8164

旬
を
閉
じ
込
め
る
魔
法

　

「
草
庵
秋
桜
四
季
工
房
の
手
作
り
ピ
ク
ル
ス
」

草
庵
秋
桜
四
季
工
房
は
、
旅
館
「
草そ

う
あ
ん
こ
す
も
す

庵
秋
桜
」
の
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
ブ
ラ
ン
ド
と
し

て
、
旅
館
の
お
も
て
な
し
の
心
と
、
由
布
院
温
泉
の
温
も
り
を
伝
え
る
、
手
作
り
の

商
品
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【
季
節
の
ピ
ク
ル
ス
】

由
布
院
温
泉
で
は
盆
地
と
い
う
特
徴
を
生
か
し
た
山
間
部
な
ら
で
は
の
野
菜
作
り

が
行
わ
れ
、
ま
た
、
周
辺
に
は
庄
内
・
挾
間
・
安
心
院
と
い
っ
た
農
業
が
盛
ん
な
地

域
が
あ
り
、
多
様
な
種
類
の
野
菜
が
流
通
し
て
い
ま
す
。
私
自
身
農
業
を
し
て
い
る

こ
と
も
あ
り
、
こ
の
多
く
の
野
菜
を
由
布
院
温
泉
へ
訪
れ
る
お
客
様
に
お
土
産
と
し

て
届
け
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
よ
り
深
く
由
布
院
温
泉
の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
に
繋

が
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
ま
た
、
野
菜
自
体
も
加
工
品
に
す
る
こ
と

で
、
規
格
外
の
も
の
や
作
り
す
ぎ
た
も
の
も
無
駄
に
な
ら
ず
活
用
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
、
季
節
ご
と
に
旬
を
迎
え
た
野
菜
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
本
来
一
瞬

で
過
ぎ
去
っ
て
し
ま
う
野
菜
の
「
い
い
時
間
」
を
瓶
の
中
に
閉
じ
込
め
る
こ
と
が
で

き
、
よ
り
長
く
、
よ
り
楽
し
く
野
菜
と
接
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

使
用
す
る
特
製
の
ピ
ク
ル
ス
酢
は
、
穀
物
酢
と
柑
橘
酢
を
混
ぜ
る
こ
と
で
よ
り
フ

レ
ッ
シ
ュ
な
味
わ
い
と
な
り
、
ワ
イ
ン
を
加
え
酸
味
を
程
よ
く
調
整
し
て
い
ま
す
。

そ
こ
に
ロ
ー
リ
エ
や
ブ
ラ
ッ
ク
ペ
ッ
パ
ー
と
い
っ
た
香
辛
料
を
加
え
、
独
特
の
香
味

を
も
た
せ
ま
す
。
こ
の
ピ
ク
ル
ス
酢
に
加
熱
し
た
野
菜
を
漬
け
こ
む
の
で
す
が
、
草

庵
秋
桜
四
季
工
房
で
は
野
菜
本
来
の
食
感
を
大
切
に
す
る
為
に
、
最
小
限
の
加
熱
に

と
ど
め
、加
熱
後
も
急
速
冷
蔵
で
粗
熱
を
取
り
ま
す
。そ
う
す
る
こ
と
で
野
菜
に
し
っ

か
り
と
酢
が
浸
透
し
な
が
ら
、食
感
を
損
な
わ
な
い
特
製
ピ
ク
ル
ス
が
生
ま
れ
ま
す
。

現
在
弊
社
で
は
、
30
～
40
種
類
の
野
菜
の
ピ
ク
ル
ス
と
り
ん
ご
酢
を
ベ
ー
ス
に
し

て
果
物
を
漬
け
こ
ん
だ
甘
酸
っ
ぱ
い
フ
ル
ー
ツ
ピ
ク
ル
ス
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
こ

の
ピ
ク
ル
ス
は
直
営
店
で
あ
る
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
ズ
・
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
ご
購
入
い

た
だ
け
ま
す
。
ま
た
、
お
電
話
で
の
ご
注
文
も
承
れ
ま
す
。
季
節
に
よ
っ
て
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
が
変
わ
り
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

平
成
二
十
八
年
七
月
一
日 

発
行
／
発
行
所　

大
分
県
商
工
会
連
合
会　

大
分
市
金
池
町
三
丁
目
一
―
六
四
☎
〇
九
七
（
五
三
四
）
九
五
〇
七

▲代表取締役　太田慎太郎氏


